
せた場合，活性化時の力系から歯列の移動状態を
予測することは難しいといわれている．結果よ
り，片側を平行および扇状に活性化したどちらの
場合でも，大臼歯の作用する力は左右で非対称と
なったが，大臼歯は両側ともに近遠心方向にはほ
とんど移動しなかった．また，片側に平行もしく
は扇状に活性化した場合，頬側への拡大量に違い

はあるが，活性化側だけでなく反対側の歯列も拡
大されており，犬歯の移動量は活性化側よりも小
さかったが，大臼歯の移動量は活性化側と反対側
は同程度であった．これらの結果から，クワドヘ
リックスの片側の活性化による非対称の歯の移動
状態を，今回のシミュレーションによってはじめ
て明らかにすることができた．
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要介護高齢者は，病院や介護療養病床で嚥下障
害，意識障害等を有し，必要な水分・栄養を経口
で摂取させるために経管栄養が用いられる．口腔
は，飲食物を通過する器官であり，摂食が口腔や
咽頭への細菌叢の構成に影響を与えていると考え
られる．経管栄養者と経口摂取者における口蓋，
舌，咽頭の細菌叢の類似性や違いが明らかになれ
ば，口腔内状態や呼吸器感染への影響を知るため
の情報にとなり得ると思われる．さらに細菌叢に
与えている要因を明らかにすることにより今後の
口腔や咽頭の細菌叢と各種疾患との関連に示唆を
与える基礎的データになり得ると考える．
そこで，経口摂取者と経管栄養者の口蓋・舌・

咽頭における細菌叢を網羅的に検出できる次世代
シーケンス・メタゲノム解析により比較検討し，
細菌叢に影響を与えている要因を主成分分析と相
関比を用いて検索した．

対象者は，山梨県内の A病院と沖縄県内の B
病院に入院中の経管栄養の要介護高齢者20名（男
性14名，女性 6 名，平均年齢80.2±7.3歳）と沖
縄県内の特別養護老人ホーム Cと長野県内の特
別養護老人ホーム Dに入所中の経口摂取の要介
護高齢者19名（男性 5名，女性14名，平均年齢
86.2±11.5歳）であった．調査手順は，患者情報
を転記（栄養摂食状況，年齢，性別，疾患）し
た．また寝たきり度，意識レベル，意思疎通の有
無の状況，残存歯の有無，う蝕の有無，CPIの
検査を行った．サンプル採取は，スワブにて口
蓋，舌，咽頭を20回擦過し，DNA保存液に浸し
て保存した．各種サンプルから細菌 DNAを抽
出，1stPCR，次世代シークエンス・メタゲノム
解析を行い細菌の種類と構成率を評価した．
細菌叢の多様性を示す Shannon指数，細菌構
成率について口蓋，舌，咽頭における経管群と経
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口群の比較をMann–Whitney U検定で行った．
経管群と経口群のそれぞれについて口蓋・舌・咽
頭の 3群間の比較を Friedman検定にて行った．
サンプルごとのそれぞれの細菌叢の類似性は，主
成分分析を行った．要因検索は，年齢，性別，寝
たきり度，意識レベル，意思疎通， 9つの疾患，
CPI，残存歯の有無，齲蝕，摂食状況（経管と経
口）の18項目と細菌叢との関連性の検討は，第 1
主成分分析の得点結果から相関比を求めた．要因
検索は，項目間の関連性をχ2検定にて検討し，
18項目間の相関行列を作成し，独立した項目かつ
有意な相関比を要因として抽出した．
経管群と経口群における口蓋の Shannon指数

は，経管群3.3±0.8，経口群3.9±1.1であり，咽
頭も経管群が有意に低かった．舌は，有意差を認
めなかった．経管群と経口群における口蓋・舌・
咽頭の Shannon指数の平均は，経管と経口で 3
群間に有意な差を認めなかった．経管群と経口群
における細菌構成率は，口蓋，舌，咽頭におい
て，Neisseria属，Streptococcus属，Rothia属
が全体の60～70％以上を占めていた．口蓋では，
Neisseria属（29.8％）と Rothia属（16.6％）が，
経管群で有意に多く，舌で，Neisseria属（28.9％），

Streptococcus属（22.5 ％），Rothia属（21.3 ％）
が経管群で有意に多く，咽頭で，Neisseria属
（34.0％），Streptococcus属（24.3％），Rothia
属（14.7％）が有意に多く検出された．
主成分分析では，口蓋，舌，咽頭において細菌
叢は明確な違いが認められ，口蓋・舌・咽頭にお
ける細菌叢と各項目との関連性は，口蓋，舌，咽
頭ともに相関比が最も高く，相関行列から独立性
が認められたものは，経管と経口のみであった．
それぞれ，口蓋における経管と経口の相関比は
0.423（P＜0.01），舌の相関比は経管と経口が
0.517（P＜0.01），咽頭の相関比は経管と経口が
（0.518：P＜0.01）となった．
細菌の酸素要求性の比較は，口蓋で好気性菌の
割合が経管群に有意に多く，舌で好気性菌と通性
嫌気性菌の割合が経管群に有意に多かった．咽頭
は，好気性菌と通性嫌気性菌の割合が，経管群で
有意に多かった．
本研究の結果から，経管栄養者の口蓋，舌，咽
頭の細菌叢は共通しており，好気性菌の構成比率
が有意に高く，Neisseria属，Streptococcus属，
Rothia属が優占菌種であり，経管・経口が細菌
叢を規定する独立した要因として認められた．
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